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弥栄小学校おやじ
の会

被災地体験（学校に泊
まろう）事業

「阪神淡路大震災」、「新潟中越地震」、「海外
で発生した地震のニュース」などを通じて、い
つ発災するか分からない地震への関心は高
まっている一方で、地域の防災訓練への子ど
もの参加は少ない。このようなことから、被災
を想定した状況を設定し、実際に被災した時
でも的確な判断を行うとともに、災害に対す
る強い心の育成を図る。

広域災害指定場所を弥栄小学校と仮
定し、仮想被災体験者がA棟玄関前
に集合し、児童34名・保護者23名・先
生6名・自治会6名　計69名による開
村宣言が行われた。相模原市消防署
緑が丘分署署員2名の炊き出し訓練
指導により非常炊飯（ビニール袋炊
飯）を体験した。また同署による高所
作業車実演作業の見学をした。夕食
は、非常炊飯（ビニール袋炊飯）・缶
詰（魚・肉）・ゆで卵・きゅうり・トマトの
食事を体験した。 分別後片付け（生
ごみ・缶・プラスチック・燃えるごみ）の
ごみの分別作業をした。そして、夜に
建物内で停電を想定し電灯のない場
所での歩行訓練を実施した。弥栄小
学校体育館にて、マット運動用マット
を枕・布団にて宿泊体験をした。8月
22日(日)、 午前5時に起床後、体育館
清掃・マット片付け・自分の荷物をま
とめて朝食準備を今回は指導無し
で、非常炊飯（ビニール袋炊飯）と味
噌汁（ジャガイモ・わかめ・にんじん）
の調理体験をした。朝食後、後片付
けをして、午前7時30分に閉村宣言・
解散となった。

被災地体験（学校に泊まろう）の事業
は、大きな2つの目的のもとに行われ
た。1つは青少年の健全育成と2つ目
は、地域の防災・防犯である。この2
つを同時に合体させたユニークな事
業であった。子どもたちが被災に遭遇
しないことを望むが、将来いつどこか
で被災に遭遇するかも知れない。万
が一遭遇した時に、今回の体験を大
いに役立たせ、そのような場合でも、
リーダーシップをとれる人材に育って
いくであろうという効果があったと思
う。また、近隣の地域の方々も、今回
の事業には、多いなる関心をいただ
き、小学校と地域が融合する事業とし
ては大変な価値があったと考えられ
る。将来に向けて地域全体で行う子
どもたちの育成・安全・防犯に取り組
むことができる、さらなる発展を予感
させる効果があったと考える。

今回、東北地方で起った未曾有の大
災害では、学校の体育館に避難した
方々のご苦労や不便さが連日報道さ
れているところである。こういった、大
災害に先駆けて学校の体育館に泊ま
り避難生活を送るということを子ども
たちに体験させられたことは、有意義
であったと反省会での意見があった。
この企画は、一過性のイベント的なも
ので終了させるのではなく、継続する
ことで、大災害に備える意識を育て、
災害時には本事業で培った強い心や
経験が生きてくるのだと考える。今回
の事業は、学校と地域の共同作業
で、地域で子どもを育成する、地域が
こどもを守るという理想的な地域社会
の在り方を考える、第一歩だったよう
にも考えている。

H22.8.9 114,000

シニアふれあいサロ
ンｉｎ西門

高齢者のためのサロン
づくり・運営

地域活動とのかかわりが少ない方が陥りや
すい「認知症」の予防策として、交流（おしゃ
べり・歌声・趣味の会）や介護予防を目指す
事業を展開し、社会の陽だまりに出難いシニ
ア層の「心身に亘る健康づくり」を図る。

急増傾向にある高齢者が地域とのコ
ミュニティを持てない状況で自宅に籠
もりがちになったり、独居生活の中で
精神的に追い詰められるという社会
現象が現実化しております。これらの
地域課題を解決するため、多くの人
たちが気軽に通える"シニアの溜り場
"を提供し、「交流の場」と「生きがい
づくり」の機会をつくり、
"元気で楽しいセカンドライフ"を過ご
していただくためにこの事業を企画し
ました。
　交付金の交付を受けてから、ウクレ
レ教室、ちぎり絵教室、筆遊び教室、
うたごえサロン等を年間を通じて３２
回実施し、延べ３５回実施した。

常設のコミュニティカフェでの"おしゃ
べりサロン"を活動軸に定例的な、う
たごえサロンや各種教室を実施した
結果、当初、述べ１５００名だった利用
者が今年度は述べ２０００名を超え
た。
これは、地域シニア層の居場所づく
り、生きがいづくりに役に立っている。
利用者は毎回この場所に来るのが楽
しみですとのうれしい言葉もいただい
てる。
　認知症予防、介護予防との普及を
通して"まちづくり"に貢献していきた
い。

中央地域の近隣のシニア層の利用者
は、増加しており、確実に地域に根ざ
したサロン運営を心がけてきた結果
が出てきた。ウクレレ教室や筆遊び
教室の実施、特に、新宿のうたごえ喫
茶からプロの講師を招いて行うイベン
ト「シニアうたごえ　inさがみはら西門」
では、２回開催したが１００名を超える
参加者があった。今後も、この事業を
通じて、高齢者の居場所づくりや生き
がいづくり、地域住民が"元気に老い
る"ことができるようサロンの内容をさ
らに充実させていきたいと考えてい
る。

H22.8.26 880,000

ＦＣボランティア
相模原警察署前交差
点植樹帯清掃美化事
業

国道16号の相模原警察署前はさくらまつりの
スタート地点であるとともに、相模原市役所
の玄関口とも言える場所である。この場所を
除草し花苗を植えることによって環境美化を
図るとともに、中学生と一緒に行うことで自分
達の住むまちへの愛着心と環境美化に対す
る意識の高揚を図る。

中央中の卒業を控えた３年生と卒業
記念の植樹を行った。
●Ｈ２２．１１．２５～１２．１　除草、除
石し、土入れ、水仙、チューリップを植
えた
●Ｈ２３．２/１７、２/２４、２/２５、３/２
芝桜植苗のため根起こし
●Ｈ２３．３/３　Ｆ・Ｃボランティア１７人
と、中央中３年生４３人・教諭１名と
で、芝桜２６４苗、ゼフィランサス７５０
球を植樹した。

水仙は咲き揃い、チューリップが芽を
出しはじめ、本事業に参加した中央
中の生徒たちにとっては、良い卒業
記念事業とすることができた。
また、中学生自らが、自分たちの住ん
でいるまちへの愛着心と環境美化に
対する意識の高揚を図ることができ
た。

地域活性化事業交付金を活用させて
いただいたことによって、これまで、２
季節しか花を植えることができなかっ
たが、季節ごとに花が楽しめるよう、
花の苗や球根を植栽することができ
た。事業実施後、当団体に加入した
い旨の問い合わせもあり、今後も地
域の環境美化を推進していきたい。

H22.10.19 175,000
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高根二丁目自治会
世代を超えた文化交流
事業

高根二丁目自治会では、「地域の子どもから
大人までみんな知り合い」を自治会の目標に
掲げている。今回、当自治会の目標である
「地域の子どもから大人までみんな知り合い」
の原点に返り、地域に住む人々の才能を発
表する場を提供することによって、地域の人
を知り、さらに仲間を増やすきっかけづくりを
行い、自治会加入の促進を図る。

１　「みんなで生け花」では２点の作品
を完成させた。
２　「みんなで書」は象形文字の組み
合わせで３ｍ×１．５Ｍの味わいのあ
る大きな作品が完成した。
３　９０歳の会員の講師により「戦争を
知らない子どもたちへ」と題した講演
を行った。
４　高根の中高生による高根ブラスバ
ンドの演奏では、クリスマスキャロル
を含め４曲の演奏をした。
５　高根の移り変わりの講演では、古
い写真で現在と過去を見比べるクイ
ズをしながら、パネルディスカッション
のようになった。
６　舞踏・民謡・子どもたちの合唱、ダ
ンス、カラオケと日本伝統芸能の披露
と最近の歌のコラボレーションで子ど
もから大人まで一緒に楽しい時間を
過ごすことができた。

今回の事業を通して、自治会事業の
大切さを改めて認識するとともに、自
治会員にも、良い雰囲気の中で、自
治会の魅力をＰＲすることができたと
感じている。
　このような、自治会員が参加しやす
い事業を行うことが、自治会加入のメ
リットとなり、ひいては、安全で安心し
て快適に過ごせるまちづくりができる
のではないかと考えている。
　本事業を重ねることによって、自治
会の活性化を諮り、自治会加入促進
を図っていきたい。

初の試みであった自治会主催の文化
祭は、予想を超える参加者があり、会
員に大きな関心を与えたと考えてい
る。今回の事業の参加者数は、この
数年間で培った地道な小さな事業の
積み重ねが実を結んだものであろう。
「子どもからお年寄りまでみんな知り
合い」の精神は少しづつ、地域に根付
いているように思う。この精神が会員
一人ひとりに浸透し、安全で安心した
まちづくりに役立ていけたらと考える。
当自治会は、高齢化が進み、自治会
のあり方、運営方法を考えるあらたな
局面にぶつかっている。そのために
も、中間年齢層にも楽しく参加できる
場を提供し、高齢者層の自治会離脱
を防ぐための方向性を見出すことが
できた画期的な事業であった。

H22.10.25 145,000

中央地区社会福祉
協議会

中央地区安心情報キッ
ド整備事業

災害や事故等の万が一の際に、高齢者本人
の状況などについて、救急隊や第三者が速
やかな把握を行い、適切な救急医療体制の
確立を図る。また、キッドの配布を通じて、地
域から孤立しがちな独居高齢者等が地域住
民と顔の見える関係づくりの構築を図る。

自治会、地区民生委員児童委員協議
会、地区老人クラブ連合会、地域包
括支援センター等関係団体・機関と
の協議の場を設け、中央地区内に在
住する独居高齢者等に対し、緊急時
に必要な情報を記入し冷蔵庫に保管
するキッドを作成した。

高齢者の方など、特に急病など緊急
時に不安のある方を対象に、地区社
会福祉協議会（地区社協）が専用の
容器（ケース）、緊急連絡表、シール
（２枚）を使ってとっさの時の備えを支
援するしくみを構築することができ、
独居の高齢者や災害時等に、対象者
を発見した人が持病や医療情報を確
認することで迅速な処置や緊急連絡
先が記入されていることで、適切なケ
アを受けることができる。

　独居高齢者に限らず、高齢者に対
してこのようなしくみを構築し、とっさ
のときに誰でも、対象者の情報を的
確に得ることができる本事業は、安心
安全のまちづくりの一助となり、災害
時でも適切なケアが受けられる画期
的な仕組みと思われる。

H22.10.25 290,000

中央地区版広報紙
編集委員会

中央地区版広報紙発
行事業

　誰でも見ることのできる中央地区版広報紙
を作成配布し、情報を発信することによって
中央地区内の活動団体の連携強化と担い手
の発掘育成を図る。

中央地区におかる活動団体の紹介
や中央地区に関する情報を掲載した
中央地区版広報紙を２月１５日、３月
１５日に発行した。

中央地区内で活動する団体を紹介す
る小冊子については、東北太平洋沖
地震の影響による計画停電のため発
行中止となった。

中央地区で活動する団体の活動内容
の紹介や、中央地区のまちづくりに関
する情報を一つにまとめ掲載した広
報紙を発行したことによって、幅広い
団体の活動内容の紹介と中央地区
のまちづくりに関する情報を提供する
ことができた。

地区内で活動する団体は、それぞれ
個々に「広報紙」を発行してきたが、
それらを一つにまとめ広報紙を発行
することによって、中央地区のまちづ
くりの統一性をもたせ、中央地区内で
活動する団体間の連携強化を図ろう
と本事業を企画しました。
　結果として、情報を提供したことに
よってそれぞれの団体が、年間を通
じてどのような活動を行っているのか
把握しお知らせできた。しかし、まだ、
個々の団体の連携強化が図られてき
ているとは言えない。

H22.10.27 347,000
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矢部四地区活性化
推進協議会

笑いを通じた異世代交
流事業

麻布大学の学生と矢部第４自治会は、地域
活動を協力し行ってきており、この中で地域
活性化について話し合いを行い、異世代が
交流できる場を作り、若者世代の地域活動
への関心を高め、人材の発掘・育成を図るこ
とが地域活性化に繋がるという結論に至っ
た。そのため、「笑い」を通じた異世代交流事
業を実施し、地区の活性化を図る。

大学生と地域の人との交流、高齢者
と子どもの交流、若手落語家と地域
の人との交流、地域活動団体相互の
交流などさまざまな交流場面を企画
し実施した。

笑いを通じて地域の交流を活発にす
る目的でプロの落語家を呼び祭りを
計画した。しかしそれだけでは満足で
きないことから、大勢の世代の違う人
たちをどう呼び込むか、地域活動に
少しでも関わりを持ってもらい、地域
活動の次代の担い手の発掘、育成を
図る努力をした。日ごろ、それぞれの
分野でそれぞれの活動をする団体
が、本事業を通じて交流し、親睦が図
られ矢部四地域が一つになり、一つ
の団体ではできないような大きなイベ
ントでも、お互いに協力しあうことで、
実施できるということをそれぞれの団
体が認識できた。

矢部四地区の活動は、年間行事とし
ての夏祭り、運動会、納涼盆踊り、各
組織の募金活動協力、敬老会事業、
防犯パトロール等多岐に及ぶが、地
域で活動する団体が相互に協力しあ
い一つの事業を実施することは皆無
に等しい。そこで、今回地域活性化事
業交付金の交付を受け、計画段階か
ら関係組織に働きかけ協力体制を構
築し、矢部四地区活性化推進協議会
として組織した。それぞれの団体が計
画段階から同推進協議会の一員とし
て発言をし、方向性を定めるという運
営の仕方が、今後の地域活動を進め
る上で良い効果をもたらすと確信して
いる。また、世代間交流というテーマ
で事業を実施したが、地域の活動を
若い世代に興味を持っていただく良
い機会となった。

H22.10.29 295,000

2,246,000


